
　

国
語
辞
典
で
遊
ぶ
。
仮
に

易
し
い
「
健
康
」
と
い
う
言

葉
を
引
い
て
み
る
。
健
や

か
、
丈
夫
、
健
全
と
出
て
く

る
。
そ
の
前
に
、
体
に
悪
い

所
が
な
く
「
元
気
」
な
こ

と
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
の
説
明
の
中
か
ら

一
つ
の
言
葉
を
選
び
、
続
い

て
引
い
て
み
る
。
元
気
と
は

活
動
の
源
に
な
る
「
気
力
」。

気
力
と
は
物
事
を
成
し
遂
げ

よ
う
と
す
る
「
精
神
」
の

力
。
精
神
と
は
人
間
の
心
、

ま
た
物
事
の
「
根
本
」
の
意

義
。
根
本
と
は
物
事
が
そ
こ

か
ら
出
発
し
て
成
り
立
っ
て

い
る
一
番
「
大
切
」
な
こ

と
。
大
切
と
は
値
打
ち
が
大

き
い
さ
ま
。
…
こ
ん
な
ふ
う

に
調
べ
る
言
葉
が
繋
が
っ
て

い
っ
て
何
時
間
で
も
遊
べ

る
。
言
葉
の
意
味
が
正
確
に

分
か
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た

小
説
よ
り
面
白
い
。
ち
な
み

に
、
岩
波
の
西
尾
実
、
岩
淵

悦
太
郎
、
水
谷
静
夫
編
の
国

語
辞
典
は
約
千
二
百
ペ
ー

ジ
。
一
ペ
ー
ジ
約
二
千
五
百

字
だ
か
ら
約
三
百
万
の
文
字

が
詰
ま
っ
て
い
る
。『
吾
輩

は
猫
で
あ
る
』
で
も
た
か
だ

か
（
笑
）
約
三
十
万
字
だ
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
医
療
生

協
で
は
「
健
康
に
良
い
八
つ

の
生
活
習
慣
」
の
普
及
に
努

め
て
い
る
。
そ
の
延
長
と
し

て
、
目
の
「
健
康
推
進
賞
」

み
た
い
な
も
の
を
創
設
し
て

患
者
さ
ん
や
組
合
員
さ
ん
を

激
励
し
て
も
い
い
か
も
し
れ

な
い
。
国
語
辞
典
で
遊
ん
で

い
て
ふ
と
思
っ
た
。

�

（
川
久
保 

雄
二
郎
）

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
社
会
の 

　
　
　
　
創
造
を

　

戦
後
七
十
一
年
、
世
界
は

閉
塞
感
に
覆
わ
れ
て
い
ま

す
。
テ
ロ
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
に
は
、
人
の
心
に
希
望
を

灯
し
、
絶
望
を
無
く
す
こ
と

で
す
。
情
報
技
術
・
人
工
知

能
等
の
科
学
技
術
革
新
が
契

機
と
な
り
、「
人
を
大
切
に

す
る
政
策
」
が
新
た
な
社
会

を
創
造
す
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。長

寿
生
活
を
支
え
る 

感
覚
器

　

百
寿
者
が
人
口
十
万
人
に

五
十
二
人
と
い
う
、
人
類
未

到
の
社
会
の
到
来
で
す
。
健

康
長
寿
が
願
い
で
す
が
、
男

女
と
も
に
十
年
間
ほ
ど
の
自

立
困
難
な
生
活
が
あ
り
ま

す
。健
康
長
寿
に
は
、が
ん
・

心
臓
疾
患
・
糖
尿
病
・
慢
性

閉
塞
性
肺
疾
患
や
精
神
衛
生

等
の
対
策
に
加
え
て
、
運
動

器
と
も
に
感
覚
器
（
目
は
外

界
情
報
の
九
割
を
担
う
）
が

拠
り
所
で
あ
る
こ
と
を
強
く

訴
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
患
者
さ
ん
第
一
」 

の
姿
勢
で

　

中
野
眼
科
は
、
日
帰
り
白

内
障
手
術
・
緑
内
障
診
療
・

硝
子
体
内
注
射
な
ど
の
専
門

診
療
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

診
療
、
そ
の
他
の
一
般
診
療

を
担
い
ま
す
。
本
院
を
中
心

に
、
五
診
療
所
が
連
携
し
、

「
患
者
さ
ん
が
第
一
」
の
立

場
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

応
え
ま
す
。

組
合
加
入
の
お
願
い

　

中
野
眼
科
の
設
立
母
体
で

あ
る
京
都
医
療
生
協
は
創
立

六
十
六
年
を
迎
え
、
組
合
員

は
二
万
七
千
人
を
超
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
多
く
の
患
者
の

み
な
さ
ん
が
組
合
員
と
な
っ

て
、
中
野
眼
科
を
支
え
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

　

熊
本
震
災

の
余
波
さ
め

や
ら
ぬ
中
、

今
度
は
台
風

に
よ
る
記
録

的
豪
雨
禍

に
み
ま
わ
れ

ま
し
た
。
被

災
者
の
方
々

組
織
強
化
月
間
に
あ
た
っ
て

京都医療生協理事長
山田　亮三

を
講
師
に
お
招
き
し
ま
す
。
多
数

の
方
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

■�

日
時
：
十
一
月
十
五
日
（
火
）

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

■�

会
場
：
本
能
寺
文
化
会
館
５
Ｆ

（
京
都
市
役
所
前
・
御
池
通
南

側
）

■�

申
込
：
中
野
眼
科
受
付
ま
た
は

京
都
医
療
生
協
事
務
局
ま
で

　

医
療
生
協
・
中
野
眼
科
で
は
、

患
者
さ
ん
や
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
が
気
軽
に
参
加
し
、
健
康
に
つ

い
て
楽
し
く
学
べ
る
「
健
康
大

学
」を
例
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
秋
は
「
お
い
し
さ
」
研
究
の

第
一
人
者
と
し
て
人
気
の
伏
木
亨

先
生
（
龍
谷
大
学
農
学
部
教
授
）

　

医
療
生
協
・
中
野
眼
科

で
は
今
年
も
無
料
眼
科
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
自
覚
症

状
が
な
い
う
ち
に
病
気
が
進

無料眼科健診ご案内

京
都
医
療
生
協
・
中
野
眼
科

　

中
野
眼
科
を
開
設
し
て
い

る
京
都
医
療
生
活
協
同
組
合

で
は
、
十
月
～
十
一
月
を
中

心
に
組
織
強
化
月
間
に
取
り

組
み
ま
す
。
こ
れ
は
わ
が
国

で
「
生
協
法
」
が
施
行
さ
れ

た
一
九
四
八
年
（
昭
和
二

十
三
年
）
十
月
一
日
を
記
念

し
た
全
国
的
運
動
の
一
環
で

す
。
強
化
月
間
で
は
、
組

合
員
向
け
の
事
業
や
患
者
さ

ん
・
市
民
の
皆
さ
ん
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
通
し

て
、
医
療
生
協
の
活
動
趣
旨

を
見
つ
め
直
し
、
さ
ら
に
新

規
加
入
を
促
進
し
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
京
都
医
療
生
協
へ

の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

長
寿
社
会
に
お
け
る
眼
科
医
療
の
役
割

  
　
　
よ
り
信
頼
さ
れ
る
眼
科
を
め
ざ
し
てる

の
は
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。

　

ま
た
日
本
で
も
増
加
し
て
い
る

加
齢
黄
斑
変
性
へ
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

移
植
に
世
界
で
初
め
て
挑
ん
だ
理

化
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
／
高
橋
政
代
さ
ん
の
お
話
は

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
聴
講
に
は
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。
各
診
療
所
に
申
込
書
が

あ
り
ま
す
。

　

中
野
眼
科
が
毎
年
開
催
し
て
い

る
「
健
康
大
学
」
の
う
ち
、
眼
科

関
連
分
野
に
つ
い
て
は
、「
市
民

講
座
」
の
聴
講
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

緑
内
障
は
現
代
の
失
明
原
因
の

第
一
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
東
大
教

授
／
相
原
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
け

行
し
失
明
に
至
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
緑
内
障
な
ど
、
年

一
回
の
眼
科
専
門
医
に
よ

る
健
診
に
よ
っ
て
、
病
気

の
悪
化
が
防
げ
ま
す
。
無

料
眼
科
健
診
で
は
、
視

力
、
眼
圧
、
血
圧
等
を
検

査
し
、
藤
田
裕
美
医
師
が

前
眼
部
や
眼
底
な
ど
を
診

察
し
、
目
の
病
気
の
有
無

を
お
伝
え
し
ま
す
。

■�

日
時
：
十
二
月
八
日

（
木
）
午
後
二
時
～

■�

場
所
：
中
野
眼
科
本
院

（
千
本
丸
太
町
西
南
角
）

■�

申
込
：
中
野
眼
科
受
付

ま
た
は
京
都
医
療
生
協

事
務
局
ま
で

受
診
者
の
健
診
に
あ
た
る
藤
田
裕
美
医
師

健
康
大
学

「
お
い
し
さ
の
科
学
」
に

　
　
　
　
　
ご
参
加
下
さ
い

聴
講
の
お
す
す
め

日
本
臨
床
眼
科
学
会
併
催
の

　
　
　
　
一
般
市
民
向
け
講
座

近距離から遠距離までバランスよく見えるデザインと近距離の見え方を重視した
デザインの組み合わせであなたの生活シーンに合った見え方をサポートします。
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掲
載
写
真
の
う
ち
何
枚

か
は
見
た
記
憶
が
あ
る
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
ベ
ト

開
き
、
そ
の

全
貌
を
示
し

て
く
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は

写
真
家
が
命

戦
後
の
苦
難
と
、
近
づ
く

高
度
成
長
の
世
を
想
像
さ

せ
ま
す
。
時
代
は
豊
か
さ

と
貧
困
、
平
和
と
争
い
な

ど
、
新
し
い
光
と
影
を
映

し
出
し
て
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。

　

芥
川
仁
、
石
川
文
洋
、

公
害
、ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、原

発
推
進
と
フ
ク
シ
マ
の
悲

劇
な
ど
全
九
章
、
戦
後
七

十
年
の
歩
み
を
モ
ノ
ク
ロ

の
貴
重
な
写
真
か
ら
た
ど

る
戦
後
史
の
一
冊
で
す
。

　

た
っ
た
一
枚
の
写
真

が
、
時
代
の
深
み
を
切
り

へ
の
逃
避
」
は
、
そ
の
一

枚
と
思
い
ま
す
。

　

中
に
は
チ
ャ
ン
バ
ラ

ご
っ
こ
の
写
真
も
あ
り
ま

す
。
鼻
水
を
出
し
て
遊
ぶ

東
京
・
木
場
の
子
供
た

ち
。
何
気
な
い
昭
和
三
十

年
代
初
頭
の
一
光
景
が
、

大
石
芳
野
、
沢
田
教
一

︱
。
同
書
は
、
戦
後
、
活

躍
し
た
写
真
家
十
四
人
の

写
真
百
三
十
一
枚
と
と
も

に
、
写
真
家
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
交
え
て
時
代
の

断
面
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
原
爆
投
下
と
敗
戦
、

を
か
け
て
現
場
の
最
前
線

で
時
代
の
決
定
的
瞬
間
を

捉
え
て
い
る
た
め
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
こ
と
も
感
じ

さ
せ
ま
す
。
著
者
は
共
同

通
信
の
編
集
委
員
。
ち
く

ま
新
書
、
九
二
〇
円
と

税
。�

（
松
本　

忠
之
）

ナ
ム
戦
争

で
、
戦
火
を

避
け
て
、
川

に
逃
れ
た
親

子
ら
を
と
ら

え
た
「
安
全

「
戦
後
史
の
決
定
的
瞬
間
」

―
写
真
家
が
見
た
激
動
の
時
代

　

八
月
二
十
八
日
（
日
）
～

二
十
九
日
（
月
）
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
第
三
十
回
日
本

高
齢
者
大
会
が
東
京
都
内
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
五
千

人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

　

京
都
か
ら
は
四
十
二
人
が

参
加
、
第
一
回
以
来
毎
回
代

表
者
を
派
遣
し
て
い
る
京
都

中野眼科／一斉休診のお知らせ

第30回日本高齢者大会の会場風景

「
百
ま
で
生
き
よ
う
会
」

　 

二
十
五
周
年
を
記
念
し
て

う
会
」
が
め
で
た
く
二

十
五
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

去
る
六
月
二
十
四
日

（
金
）、
東
山
区
の
京
新

山
に
て
「
二
十
五
周
年

記
念
懇
親
会
」
が
多
数

の
ご
参
加
の
も
と
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
山
田
亮
三
理

事
長
、
馬
場
恵
津
子
前

常
務
理
事
も
臨
席
さ

れ
、
踊
り
や
歌
、
都
都

逸
ま
で
飛
び
出
す
賑
や

か
な
楽
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。

医
療
生
協
か
ら
は
、
総
代

（
保
事
協
グ
ル
ー
プ
）
の
村

岡
穆
さ
ん
と
藤
本
豊
久
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

医
療
生
協
・
中
野
眼
科

で
は
、
組
織
強
化
月
間
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が

楽
し
く
交
流
す
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
例
年
企
画
し

て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
山
田
邦
和
先
生

（
同
志
社
女
子
大
学
教
授
）

を
講
師
に
、
京
都
人
に

知
っ
て
い
て
欲
し
い
「
い

ま
面
白
い
！ 

京
都
の
歴

史
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
是
非
と
も

多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

■�

日
時
：
十
二
月
五
日

（
月
）
午
前
十
一
時
～

十
三
時
三
十
分

　

�（
十
二
時
三
十
分
か
ら

ご
昼
食
を
お
と
り
い
た

だ
き
ま
す
）

■�

会
場
：
聖
護
院
御
殿
荘

■�

会
費
：
二
一
〇
〇
円

　
（
昼
食
代
含
む
・
税
込
）

■�

申
込
：
中
野
眼
科
受
付

ま
た
は
京
都
医
療
生
協

事
務
局
ま
で

▼
組
合
員
交
流
集
会
▲

 

「
い
ま
面
白
い
！

　
　
京
都
の
歴
史
」
ご
案
内

　

戦
前
戦
後
の
困
難
な
時
代

を
生
き
抜
い
て
き
た
五
千
人

を
超
え
る
高
齢
者
が
、
一
同

に
会
す
る
こ
の
大
会
は
、
私

が
か
つ
て
参
加
し
た
中
で
も

最
も
規
模
の
大
き
な
も
の

で
、
平
素
、
国
や
行
政
か
ら

邪
魔
者
扱
い
さ
れ
て
い
る
高

齢
者
も
、
要
求
を
掲
げ
て
結

集
す
れ
ば
、
こ
ん
な
に
も
大

き
な
力
を
発
揮
で
き
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
示
す
と
と
も

に
、
そ
の
長
年
に
わ
た
り
培

わ
れ
た
知
恵
と
体
験
は
、
い

ま
こ
の
国
が
直
面
し
て
い
る

日
本
高
齢
者
大
会
に
参
加
し
て

第
三
十
回
日
本
高
齢
者
大
会
へ

　
　
　
　
　
　 

代
表
者
を
派
遣

南
丹
市村

岡
　
穆
さ
ん

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す

る
の
に
不
可
欠
で
あ
る
と
い

う
想
い
を
新
た
に
さ
せ
る
も

の
で
し
た
。

　

大
会
一
日
目
、
私
は
当
初

予
定
し
て
い
た
学
習
講
座
が

満
席
で
入
れ
な
か
っ
た
の

で
、
す
ぐ
隣
の
分
科
会
「
地

域
の
『
あ
し
』
を
ど
う
確
保

す
る
か
～
交
通
権
の
保
障
を

め
ざ
し
て
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
飛
び
入
り
の
た
め
、
予

備
知
識
や
準
備
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
各
地
の
医
療
生
協
を
は

じ
め
と
す
る
参
加
者
の
地
域

の
買
い
物
や
通
院
の
「
あ

し
」
を
守
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
バ

ス
運
行
の
取
り
組
み
は
と
て

も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

と
く
に
、
大
阪
の
特
別
報
告

で
は
、
市
当
局
の
民
営
化
推

進
方
針
の
下
、
危
機
に
瀕
し

て
い
る
公
共
交
通
、「
赤
バ

ス
」
廃
止
や
バ
ス
路
線
の
切

り
捨
て
、
敬
老
パ
ス
の
有
料

化
な
ど
に
よ
っ
て
、
高
齢
者

の
生
活
、
通
院
の
「
あ
し
」

が
奪
わ
れ
て
い
る
実
態
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
こ
の
問
題
が

決
し
て
過
疎
地
域
だ
け
で
な

く
都
市
部
で
も
深
刻
化
し
て

い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
分
科
会
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
／
愛
知
大
学
の
可
児
先

生
か
ら
、
地
域
の
「
あ
し
」

の
確
保
は
国
や
自
治
体
の
責

務
で
あ
り
、
誰
で
も
が
好
き

な
時
に
好
き
な
場
所
に
行
け

る
交
通
権
は
、
日
本
国
憲
法

に
定
め
る
幸
福
追
求
権
、
生

存
権
、
移
動
の
自
由
な
ど
の

基
本
的
人
権
を
集
合
し
た
新

し
い
人
権
で
あ
る
と
い
う
提

言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

大
会
二
日
目
、
鳥
越
俊

太
郎
さ
ん
は
記
念
講
演
の

中
で
、
都
知
事
選
挙
に
触

れ
て
、「
日
本
国
民
の
風
に

流
さ
れ
や
す
い
文
化
」
に
言

及
さ
れ
ま
し
た
が
、
か
つ
て

の
ナ
チ
ス
の
台
頭
や
我
が

国
の
軍
部
独
裁
を
招
い
た
こ

の
「
文
化
」
が
、
劇
場
型
と

言
わ
れ
る
今
日
の
政
治
や
選

挙
の
中
に
も
少
な
か
ら
ず
見

受
け
ら
れ
、
こ
れ
を
克
服
す

る
に
は
、
私
た
ち
自
身
が
ま

ず
「
正
し
い
こ
と
は
正
し

い
、
間
違
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
っ
て
い
る
」
と
声
を
上

げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

痛
感
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
明
星
学
園
生
の
力

強
い
和
太
鼓
演
奏
と
四
百
人

の
高
齢
者
大
合
唱
団
の
歌
声

に
励
ま
さ
れ
て
会
場
を
後
に

し
ま
し
た
。

　

中
野
信
夫
先
生
の
提
唱
で

結
成
さ
れ
、
京
都
医
療
生
協

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
運
営
さ

れ
て
い
る
「
百
ま
で
生
き
よ
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　中野眼科本院から丸太町通を隔てた北向いの公園に「大極
殿遺跡」石碑があります。この辺りは平安宮の大内裏があっ
たところ、つまり千年の都の中心地に中野眼科本院が今建っ
ているのですね。ちょっと自慢したい気分です。 （大森 俊次）

診療所のある街角で
〔大極殿遺跡〕

今年度の年末年始は、中野眼科のすべて
の診療所で、12月30日（金）から1月4日
（水）までの6日間が一斉休診となります。ど
うぞよろしくお願いします。

●本　院（千本丸太町西南角）
月 ～ 土 10:00～ 17:30

休診日＝日・祝日
●四条分院
（四条大宮西南角・日本生命ビル２階）

月 ～ 金 10:00～ 13:00
14:00～ 19:00

土 10:00～ 13:00
14:00～ 18:00

日 10:00～ 13:00
14:00～ 17:00

休診日＝祝日
●朝日会館診療所
（河原町三条上ル東側・京都朝日会館７階）

月 ～ 金 10:00～ 13:00
14:00～ 19:00

土 10:00～ 18:00

日・祝 10:00～ 13:00
14:00～ 17:00

休診日＝火
●京都駅前診療所
（烏丸七条下ル西側・駿河屋ビル４階）

月 ～ 金 10:00～ 13:00
14:00～ 19:30

土 10:00～ 18:00

日・祝 10:00～ 13:00
14:00～ 17:00

●大徳寺前診療所
　（北大路大宮西南角・京都視力センタービル２階）

月・水・金 10:00～ 13:00
15:00～ 18:00

火・土 10:00～ 13:00
休診日＝木・日・祝日

中野眼科の診療時間ご案内
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☞『つくる健康』の郵送を希望される方は、京都医療生協事務所（☎ 822-2286）までご連絡ください。

つ　 く 　る 　健 　康

「
国
民
健
康
保
険
法
」が
改
正
さ
れ
国
民
皆
保
険
体
制
が
確
立
さ
れ
た
一
九
六
一
年

か
ら
五
十
五
年
を
経
た
今
、
財
政
支
出
と
個
人
負
担
の
綱
引
き
は
い
よ
い
よ
苛
烈
に
。

保
険
で
良
い
医
療
を


